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免責事項 

本ガイドには以下の免責事項が適用されます。 

 

• 本ガイドの内容は 2021 年 12 月現在の情報であり、下記の製品リリースに基づいています。 

  UiPath Process Mining 2021.10 

• 本資料は情報提供及び弊社製品の利用をご検討いただくことを目的とするものです。目的外のご利用はご遠慮く

ださい。 

• 本資料に記載されている情報については、弊社では細心の注意を払っておりますが、その正確性、完全性又は妥

当性を保証するものではありません。 

• 本資料に記載されている情報は、参考情報として提供されるものであり何らの法的拘束力を有するものではありま

せん。最終的な契約条件等は、当事者間で有効に締結される契約において確定されます。 

• 本資料に関する一切の権利は弊社に帰属します。本資料に関する著作権は、弊社又はその他の権利者に帰属

しており、著作権法その他の法令で保護されています。本資料において又は別途弊社により明示的に許諾されて

いる場合を除き、著作権者及びその他の権利者の許諾を得ることなく、本資料を使用、複製、改変、転載等行う

ことは、著作権法により禁止されております。 また、本資料で使用される会社名、製品の商品名及びロゴマーク

は、弊社、そのグループ会社、又はそれぞれの権利者に帰属している商標又は登録商標です。権利者の許諾を得

ることなくこれらを使用することは法令により禁止されておりますので、事前に弊社にご連絡の上許諾を得ていただく

ようお願いいたします。 

• 本資料に記載されている情報は、現状有姿で提供されるものであり、想定とは異なる結果をもたらしうる様々なリ

スクや不確実性を含むことがあります。また、本資料の情報は最新でない場合があります。 

• 本資料の使用に関し弊社はいかなる責任も負いません。弊社は、本資料の情報を最新の情報にアップデートし、

又は改訂するいかなる義務も負いません。 
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1. はじめに 

 

 

このガイドは、UiPath Process Mining 2021.10 の構築に必要とされる要件、On-premises または Public Cloud の

仮想マシンなどの IaaS 環境にインストールする手順、推奨される初期設定などを解説しています。 

 

1-1. 本ガイドの前提事項 

本ガイドに記載された内容は下記の事項を前提としています： 

 

▪ 使用している Windows Server OS は Windows Server 2019 です。 

▪ インストールしている UiPath Process Mining のバージョンは 2021.10 です。 

▪ 使用している Web ブラウザーは主に Google Chrome ですが、説明のために一部で Microsoft Edge のスクリー

ンショットが含まれます。 

▪ 対象読者には以下の知識を有していることを前提としています。 

- 利用するオペレーティングシステム（Windows Server）の操作方法についての一般的な知識 

- TCP/IP ネットワークについての一般的な知識 

- IIS についての一般的な知識 

 

本ガイドは Web ガイドと整合性を取るよう細心の注意を払っておりますが、万が一内容に矛盾がある際は Web ガイドの

内容をご参照ください。また内容は予告なく不定期で変更される可能性がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

1-2. UiPath Process Mining について 

UiPath Process Mining は IT システムがストアしているデータ（ログ、データベース内の情報など）から業務プロセスの可

視化を行い、現状の業務プロセスや課題の把握、問題のあるプロセスの特定、課題に対する原因の分析を実現する製品で

す。UiPath Process Mining はデータに基づいた事実を提供するため、主観による情報ではなく、業務プロセスで発生して

いる事実を把握することができます。 

 

 
  

https://docs.uipath.com/process-mining
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1-2-1. アプリケーションのアーキテクチャ 

下図で、UiPath Process Mining の概念要素とデータの流れを示しています。 

 

 
 

▪ UiPath Process Mining は内部でインメモリデータベースを持っており、アルゴリズムによりアクセスされるすべてのデー

タが格納されます。 

▪ TRACY はプロセス図の最適なレイアウトのためのアルゴリズムです。 

▪ AppOne は業務プロセスや業務課題の可視化、原因の分析、監視に役立つ情報を提供する汎用的なテンプレート

です。 

▪ Git は共同開発したアウトプット（ダッシュボード、加工されたインプットデータなど）を格納するために使用されます。 

▪ R および Python は機械学習との統合に使用されます。 

 

1-2-2. システムアーキテクチャ 

下図に、UiPath Process Mining Platform のシステムアーキテクチャを示します。Windows Server 2012 R2 以降を

実行しているサーバーにインストールする必要があります。インターネットインフォメーションサービス（IIS）は、UiPath 

Process Mining がローカルマシン、イントラネット、またはインターネットからアクセス可能であることを確認するために使用され

ます。ディスパッチャー（英: Dispatcher）である Node.js は、リクエストを満たす Platform の正しいビルドを生成するため

に使用されます。これはデータサーバーと Platform の双方と通信します。 
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▪ データサーバーは Platform またはコマンドプロンプトなどを介して、Platform がデータセットを生成するためのインターフ

ェースを提供します。 

▪ UiPath Process Mining Platform は、Superadmin とエンドユーザーの 2 種類のインスタンスをサポートしていま

す。デフォルトでは、両インスタンスのセッションは、一定の非アクティブ期間が経過するとタイムアウトとなります。セッション

は Platform の実行可能ファイルを実行しているインスタンスごとに生成されます。Superadmin インスタンスは、エンド

ユーザーインスタンスとは異なるビルドを使用できます。多くの場合、開発に使用する新しいビルドになります。 

 

1-2-3. コンポーネントリスト 

UiPath Process Mining Platform は、次のコンポーネントと依存関係にあります。これらはビルドパッケージに含まれていま

す。 

▪ IIS ノード：Process Mining Platform はカスタムバージョンの iisnode を使用して、相対パスも許可します。 

▪ IIS 用の Microsoft URL Rewrite Module 2.0 

▪ Microsoft Visual C++再頒布可能パッケージ 

▪ Node.js 

▪ SQLite データベース 
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2. Process Mining の要件 

 

 

UiPath Process Mining の要件について紹介します。 

 

2-1. ハードウェア要件 

2-1-1. 推奨システム要件 

実際に必要なリソースは、データ量や同時利用ユーザー数、利用方法によって異なります。以下は、一般的に使用される仕

様またはサーバー構成の組み合わせの概要です。大規模構成(下記の Large サイズ)から開始し、必要に応じてスケールアッ

プまたはスケールダウンすることをお勧めします。デモ環境の場合は、より小さいサイズを選択するようにします。 

 

また、サイズ毎の推奨ハードウェア要件は下記の表の通りです。Small サイズは UiPath Process Mining の動作検証に利

用できる性能であり、分析や開発を検証するに足る性能を発揮できない可能性があります。 

 

サイズ CPU コア数(※1) メモリ[GB](※2) ストレージ[GB](※3) 

Small 4 32 250 

Medium 8 64 500 

Large 16 128 2000 

Premium 48 1024 6000 

 

(※1) コア数に加えて、Process Mining のパフォーマンスに強く影響を与える動作周波数が優れた CPU の利用が推奨さ

れます。CPU 使用率は、同時ユーザーの数によって異なります。各ユーザーは、最大で 1 つのコアのみを使用します。少なくと

も 2 つのコアが推奨されるため、シングルユーザーは常に 1 つのコアを最大限に利用できます。 

(※2) メモリ使用量は、アプリケーション毎のデータ量と同時利用ユーザー数に依存します。 

(※3) ストレージは読み取り速度が高速なデバイスの選択をお勧めします。ディスクは OS、Process Mining Platform、

データ、およびキャッシュファイルに対して十分な大きさである必要があります。Process Mining Platform は最低でも 1GB

程度を使用します。 

 

<文献> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-

and-software-requirements#production-and-development-environments 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-

and-software-requirements#minimum-system-requirements 

 

2-1-2. スクリーンサイズと解像度 

エンドユーザーの場合、サポートされる最小解像度は 1366x768 ですが、1920x1080 が推奨されます。AppOne 開発者

の場合、サポートされる最小解像度は 1920x1080 ですが、より高い解像度をお勧めします。Process Mining Platform

は単一のブラウザウィンドウに制限されていることにも注意してください。 

 

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-and-software-requirements#production-and-development-environments
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-and-software-requirements#production-and-development-environments
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-and-software-requirements#minimum-system-requirements
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-and-software-requirements#minimum-system-requirements
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<文献> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-

and-software-requirements#screen-size-and-resolution 

 

2-1-3. Web ブラウザー 

UiPath Process Mining にアクセスする Web ブラウザーとして、下記がサポートされています： 

 Microsoft Edge 

 Google Chrome（推奨） 

 Mozilla Firefox 

21.10 バージョンから上記 Web ブラウザーは最新版と最新より一つ前のバージョンのみがサポートされております。Web ブラウ

ザーは常に最新バージョンに更新することを強くお勧めします。特に、開発には最新バージョンの Google Chrome を使用す

ることをお勧めします。v2020.6 以降、Internet Explorer 11 はサポートされませんのでご注意ください。 

 

<文献> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-

and-software-requirements#web-browsers 

 

2-2. ソフトウェア要件 

UiPath Process Mining Platform は 64-bit プログラムであり、64-bit 版 OS が必要です。本番環境では、次の OS

がサポートされています。 

• Windows Server 2019（推奨） 

• Windows Server 2016 

• Windows Server 2012 R2 

Windows Server は定期的に更新して、重要なコンポーネントの最新バージョンを入手しておきましょう。 

 

<文献> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-

and-software-requirements#server-os 

 

 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-and-software-requirements#screen-size-and-resolution
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-and-software-requirements#screen-size-and-resolution
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-and-software-requirements#web-browsers
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-and-software-requirements#web-browsers
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-and-software-requirements#server-os
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-hardware-and-software-requirements#server-os
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2-3. インストール前提要件 

2-3-1. ライセンス 

UiPath Process Mining またはそのコンポーネントのいずれかをインストールする場合は、環境にアクセスする必要があり、

UiPath Process Mining ライセンスが必要です。UiPath Process Mining の担当者にご相談ください。 

 

2-3-2. Windows Server 

Windows Server 2012R2 より新しい、かつ最新版の OS のクリーンインストールを使用することをお勧めします。本番環

境では、シングルスレッドのパフォーマンスが高い CPU、ストレージ用の SSD、十分な RAM（1,000,000 データレコードの

場合は最小 32 GB）の使用をお勧めします。 

 

<文献> 

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-installation 

 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-installation
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3. Process Mining サーバーのインストール 

 

 

本章では UiPath Process Mining のインストール方法について説明します。 

 

3-1. インストールパッケージのダウンロード 

次の手順に従って、インストールパッケージを取得し、インストールの準備をします。 

# アクション 

1 UiPath Process Mining のインストーラーを取得したい場合は、弊社または製品の販売元パートナー各社までお問

い合わせください。 

 

 

UiPath Process Mining をインストールする前に、インストールパッケージをサーバーへコピーする必要があります。 

# アクション 

2 Process Mining Platform のディレクトリ（例えば、C:\processmining）を作成します。以後、このディレクト

リを<PLATFORMDIR>と呼びます。 

 

 
  

3 <PLATFORMDIR>\builds ディレクトリを作成します。 

 

 
  

4 インストールパッケージを<PLATFORMDIR>\builds ディレクトリに配置します。インストールパッケージを右クリック

して、[すべて展開(T)...]を選択します。 
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展開すると、自動的に子ディレクトリ（例えば、<PLATFORMDIR>\builds\UiPathProcessMining-

21.10.1）が作成されます。以後、この子ディレクトリを<EXTRACTDIR>と呼びます。解凍前のインストールパッ

ケージ（ZIP ファイル）は削除頂いて構いません。  

 

<文献> 

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-installation  
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3-2. IIS の有効化 

UiPath Process Mining Platform をインストールする前に、Web サーバー（IIS）を用意して、必要な役割とコンポーネ

ントをインストールする必要があります。次の手順に従って、Platform のインストール用に Windows Server を準備します。 

 

# アクション 

1 Windows Server マシンをご用意ください。サーバーにログインし、サーバーマネージャーを開きます。 

 

 
  

2 [管理(M)]メニューで、[役割と機能の追加]をクリックします。 

 

 
  

3 [インストールの種類]と[サーバーの選択]はデフォルト設定のままで[次へ(N)>]をクリックします。[サーバーの役割]

の手順で、Web サーバー（IIS）を有効にします。 
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4 [機能]、[Web サーバーの役割 (IIS)] – [役割サービス]はデフォルト設定で[次へ(N)>]をクリックします。[確認]

ページで[インストール(I)]をクリックして、インストールを開始します。インストールが正常に完了したことを確認して、

[閉じる]をクリックします。 
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3-3. Process Mining のインストール 

次のステップで UiPath Process Mining をインストールします。 

# アクション 

1 次のバッチファイルをダブルクリックして実行します： 

- <EXTRACTDIR>\install\activate-build\activate-build.bat 

 

 
 

コマンドプロンプトが立ち上がりますので、任意のキーを押下して続行します。この処理は一瞬で完了します。 

 

 

 

2 <EXTRACTDIR>\install\processgold.lic を<PLATFORMDIR>にコピーします。 
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3 <EXTRACTDIR>\install\databases を<PLATFORMDIR>にコピーします。 

 

 
 

4 <PLATFORMDIR>を右クリックし、[プロパティ(R)]をクリックします。 

i. [セキュリティ]タブで、[編集(E)...] > [追加(D)...]の順にクリックします。 

 

  
 

ii. [場所(L)...]をクリックし、ローカルマシンを場所として選択して、[OK]をクリックします。 

iii. [選択するオブジェクト名を入力してください (例)(E):]テキストボックスに「IIS_IUSRS」と入力します。 

[名前の確認(C)]をクリックします。 

 

 
 

IIS_IUSRS の前にホスト名が付いていること（<ホスト名>\IIS_IUSRS）を確認します。ホスト名はコマン

ドプロンプトの hostname コマンドで確認できます。 
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OK をクリックします。 

5 [グループ名またはユーザー名(G):]リストで IIS_IUSRS(<ホスト名>\ IIS_IUSRS)を選択します。[アクセ

ス許可(P): IIS_IUSRS]リストのフル コントロール行で、[許可]をオンにします。 

 

 
 

[OK]ボタンを数回クリックして、すべての変更を適用し、プロパティのウィンドウを閉じます。 

 

本設定に不備があると、UiPath Process Mining Platform のインストール後のライセンス付与ができないなどの事

象が発生する場合があります。 

 

4 <EXTRACTDIR>\install 配下の下記のパッケージをインストールします: 

 

▪ iisnode-full-v0.2.18-x64-mv0.msi 
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▪ rewrite_amd64.msi 

  
 

▪ vc_redist.x64.exe (UiPath Process Mining 20.4 以前のバージョン) 

   

5 サーバーを再起動します。Web ブラウザーで http://localhost にローカルからアクセスして IIS テストサイトが表示さ

れることを確認します。 

 

http://localhost/
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<文献> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-

installation#setting-up-windows-server 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-installation#setting-up-windows-server
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-installation#setting-up-windows-server
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3-4. IIS のコンフィグレーション 

次のステップで IIS をコンフィグレーションします。 

 

# アクション 

1 インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャー（以降、IIS マネージャー）を開きます。 

 

 
  

2 IIS マネージャーの[接続]パネルで、サーバーを選択します。[管理] > [機能の委任]をダブルクリックします。 

 

 
  

8 表示されるリストから[ハンドラーマッピング]機能を選択します。右側のパネルで、[読み取り/書き込み]をクリッ

クします。 
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9 IIS マネージャーでサーバーをもう一度選択し、右側のパネルで[再起動]をクリックします。 

 

 

  

10 IIS マネージャーで、[アプリケーション プール] を右クリックし、[アプリケーション プールの追加…] をクリッ

クします。 

• 名前 (例: processmining) を入力し、[OK] をクリックします。 
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11 単一の Process Mining サーバー環境のインストールの場合は、手順 12 に移動します。 

 

ユーザーの異なる複数インストールの場合: 

右側のパネルで [詳細設定…] をクリックします。 

• [ID] に移動し、[ApplicationPoolIdentity] の横にある […] をクリックします。 

• [カスタム アカウント] オプションを選択します。 

• [設定...] をクリックし、ユーザーの資格情報を入力します。 

• [OK] をクリックします (2 回)。 
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12 [リサイクルの設定…] をクリックします。 

• [定期的な間隔] チェックボックスをオフにします。 

• [特定の時間] チェックボックスをオンにします。 

• テキスト ボックスに「02:00」と入力します。 

他の時間でも問題ありませんが、ログインしているすべてのユーザーがその時間にはログアウトするということを頭に

入れておいてください。 

• [次へ]、[終了] の順にクリックします。 

 

 

13 IIS マネージャーで、[サイト]を右クリックし、[Web サイトの追加...]をクリックします。 
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i. 作成するサイトの名前を[サイト名(S):]に入力します（例えば、processmining）。 

ii. [アプリケーション プール(L):] に、手順 10 で作成したアプリケーション プールを指定します。 

iii. [物理パス(P):]に<PLATFORMDIR>\builds を入力します。 

iv. HTTP プロトコルで UiPath Process Mining サイトにアクセスする際に利用するポート番号（ここでは

8080）を[ポート(O):]に入力します（その他の未使用のポート番号でも可）。 

v. [OK]をクリックしてサイトを作成します。 

 

 

 

※ デフォルト設定でのログインは localhost からのみ可能なため、localhost バインディングは一先ずそのまま

にしておきます。 

※ 名前解決でサイトにアクセスしないのであれば、[ホスト名(H):]は空欄でも構いません。名前解決してア

クセスしたい場合、hosts ファイルに記載する、または DNS サーバーを構築して DNS レコードを登録し、

接続する端末はこの DNS サーバーを参照するようにします。  

 

<参考> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-

installation#installing-uipath-process-mining 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-installation#installing-uipath-process-mining
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-installation#installing-uipath-process-mining
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3-5. UiPath Process Mining への初回アクセス 

前節までで UiPath Process Mining Platform がインストールされました。実際に、Process Mining サイトへの初回アク

セスを試みます。 

 

# アクション 

1 Process Mining サーバーのローカルから http://localhost:8080/?page=superadmin にアクセスします。 

下記のデフォルトの認証情報を使用して、Superadmin ページにログインします。デフォルトの sa アカウントは

localhost でのみ機能します。 

- ユーザー名：sa 

- パスワード：sa 

 

 

  

2 初回ログインに成功すると、ライセンスが未登録の為、下記のようなエラーが表示されます。第４章の「Process 

Mining のライセンス登録」でライセンスを登録します。ライセンスに関する疑問点は弊社までお問い合わせください。 

 

 

http://localhost:8080/?page=superadmin
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3 Google Chrome で初回ログインすると、パスワードの変更を求められる場合があります。 

 

 
 

上記の警告に関わらず、セキュリティの観点から、sa ユーザーの初期パスワードを変更しておくことをお勧めします。 

i. [Superadmin users]タブから、sa ユーザーを右クリックして[Change password...]をクリックします。 

 

 

 

ii. 新しいパスワードを入力します。パスワードは 8 文字以上で、大文字と小文字の両方と数字または特殊文字を

含む必要があります。[CHANGE PASSWORD]をクリックして、パスワードを変更します。 
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<文献> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-updating-the-

license#requesting-a-license  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/docs/process-mining-updating-the-license#requesting-a-license
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/docs/process-mining-updating-the-license#requesting-a-license
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4. Process Mining のライセンス登録 

 

 

UiPath Process Mining Platform には、Superadmin インターフェース（Process Mining の Web コンソール画

面）を使用するためのライセンスファイルがあらかじめ付属していますが、UiPath Process Mining で開発を開始するために

は、このライセンスを開発用のライセンスに置き換える必要があります。 

 

4-1. ライセンスの登録（オンライン環境） 

以下の手順に従って、UiPath Process Mining ライセンスを登録または更新します。 

 

# アクション 

1 ライセンスキーコードを受け取ったら、[Superadmin]ページの[License]タブで[UPDATE]をクリックして

[Activate License]ダイアログを表示します。[Use a license code]が選択されていることを確認して、

[NEXT]をクリックします。 

 

 

  

2 [License code]フィールドにライセンスコードを入力またはコピーします。[Automatic (recommended)]を選

択して[NEXT]をクリックします。 
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3 ライセンスコードは UiPath ライセンスサーバーによって検証されます。検証が成功すると、ライセンス情報が[ライセンス]

タブに反映されます。 

 

 
 

 

<参考> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-updating-the-

license#automatically-updating-the-uipath-process-mining-license 

 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/docs/process-mining-updating-the-license#automatically-updating-the-uipath-process-mining-license
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/docs/process-mining-updating-the-license#automatically-updating-the-uipath-process-mining-license
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4-2. ライセンスの手動登録（オフライン環境） 

インターネットにアクセスできない場合でも、UiPath Process Mining ライセンスを手動で更新できます。次の手順に従って、

ライセンスを更新します。 

 

# アクション 

1 [Superadmin]ページの[License]タブでから、[UPDATE]をクリックして[Activate License]ダイアログを表

示します。  

2 [License code]フィールドにライセンスコードを入力またはコピーします。[Manual]を選択して[NEXT]をクリック

します。 

 

 
 

3 [Activate License]ダイアログにライセンスのリクエストコードが表示されます。テキストを選択し、USB フラッシュド

ライブなどにコピーします。 
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4 インターネットにアクセスできるデバイスにアクセスし、次の UiPath Activation Portal サイトにアクセスするように指

示されます： 

https://activate.uipath.com/ 

 

 
 

5 [ACTIVATE OR UPDATE YOUR LICENSE]から、コピーしたリクエストコードを入力して[GENERATE 

LICENSE FILE]をクリックします。 

 

 

https://activate.uipath.com/
https://activate.uipath.com/
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6 [DOWNLOAD LICENSE FILE]をクリックして、ライセンスファイル（ライセンスのレスポンスコード）をダウンロード

します。 

 

 

7 [Superadmin]ページの[License]タブに戻り、先程ダウンロードしたライセンスファイルのテキストをコピー＆ペース

トします。[FINISH]をクリックしてアクティベーションを完了します。 

 

 

 

8 検証が成功すると、ライセンス情報が[ライセンス]タブに反映されます。 
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<参考> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-updating-the-

license#manually-updating-the-uipath-process-mining-license 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-updating-the-license#manually-updating-the-uipath-process-mining-license
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-updating-the-license#manually-updating-the-uipath-process-mining-license
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5. Process Mining の初期設定 

 

 

UiPath Process Mining を利用するための初期設定について説明します。 

 

5-1. Server Settings の設定 

デフォルトでは、サーバーは可能な限り機能制限されています。ここでは、サーバー管理者に関連するいくつかの設定につ

いて説明します。 

 

# アクション 

1 [Superadmin]ページの[Settings]タブを開きます。左側の[Server Settings]テキストフィールドに着目しま

す。 

 

 

  

 

<参考> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-

configuration#server-settings 

 

5-1-1. AllowHTTPFor パラメータ 

SSL 化（5-4-2 節を参照）していない環境では本パラメータの設定が必須です。デフォルトではローカルホストからのみの

HTTP 接続に制限されており、外部からのアクセスは HTTPS のみを使用するように設定されています。本パラメータが未設定

の場合、HTTP でログイン画面にアクセスしようとしても、HTTPS にリダイレクトされるため、SSL 化していない環境ではアクセ

スできません。ただし、ドメイン名を設定する間だけは、ユーザーが HTTP 経由で接続する必要がある場合があります。

AllowHTTPFor パラメータの設定で、ユーザーが HTTP 経由で接続できる IP アドレス範囲を定義できます。 

デフォルト値の「"127\.0\.0\.1|::1"」で設定すると、ローカルホストからのみの HTTP 接続に制限されます。 

 

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-configuration#server-settings
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-configuration#server-settings
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# アクション 

1 [Server Settings]テキストフィールドに、例えば下記のように入力して[SAVE]をクリックします。 

 

{ 

 "DefaultEnvironment": "production" 

 , "AllowHTTPFor": ".*" 

} 

 

 
 

※ 上記のように「"AllowHTTPFor": ".*"」で設定すると、任意の IP アドレスから HTTP でのアクセスを許可す

ることになります。 

 

5-1-2. SessionTimeout パラメータ 

この分数だけ経過してもユーザーにアクティビティがない場合、ユーザーはログインページにリダイレクトされます。デフォルト値は

「20」で、20 分間はセッションが保持されます。 

 

# アクション 

1 [Server Settings]テキストフィールドに、例えば下記のように入力して[SAVE]をクリックします。 

 

{ 

 "DefaultEnvironment": "production" 

 , "AllowHTTPFor": ".*" 

 , "SessionTimeout": 60 

} 

 

 

 

※ 上記のように「, "SessionTimeout": 60」で設定すると、60 分間（1 時間）はユーザーのログインセッショ

ンが保持されるようになります。 
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5-2. Git リポジトリ  

UiPath Process Mining の開発は複数の開発者によって共同で行われることが想定されます。これを容易にし、変更履歴

をトラッキングするために、Git が使用されます。 

UiPath Process Mining で設定可能な Git は次の 2 つです： 

A) UiPath Process Mining によって管理されるローカル Git リポジトリ、 

B) 独自の Git サーバー、または GitHub リポジトリ。 

どちらの Git リポジトリを使用する場合でも、必ず UiPath Process Mining を通じてのみ変更を加えてください。手動で

（Git コマンドラインツールなどを介して）Git 操作を実行すると、UiPath Process Mining 自身の操作が妨げられる可能

性があります。 

 

# アクション 

1 [Superadmin]ページの[Settings]タブを開きます。右側の[Repositories]テキストフィールドに着目します。 

 

 

  

 

5-2-1. ローカルリポジトリの設定 

UiPath Process Mining サーバー内のローカルリポジトリを使用する手順を説明します。 

 

# アクション 

1 [Repositories]テキストフィールドに、例えば、下記のように入力して[SAVE]をクリックします。 

 

[ 

  { "url": "mvlocal:<ローカルレポジトリ#1 の名前>.git" } 

 , { "url": "mvlocal:<ローカルレポジトリ#2 の名前>.git" } 

] 
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「//」はコメントアウトを意味します。 

  

2 作成したローカルレポジトリは例えば次のようにして確認できます。[Workspaces]タブから  (Menu)をクリックし

て[New branch...]をクリックします。[Repository]行で作成したローカルレポジトリのリストがプルダウンから確認

できます。 

 

 
 

 

<参考> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-using-a-git-

repository#local-repository 

 

5-2-2. Github リポジトリの設定 

ユーザー名とパスワードを使用して Github アカウントを使用するには、次の手順に従います。 

 

# アクション 

1 [Repositories]テキストフィールドに、例えば、下記のように入力して[SAVE]をクリックします。 

 

[ 

  {"url": "https://github.com/<ユーザー名>/<Github リポジトリ名>.git", "user": "<ユーザ

ー名>", "pass": "<パスワード>" } 

] 

 

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-using-a-git-repository#local-repository
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-using-a-git-repository#local-repository
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※ 設定でパスワードを明示的に表示したくない場合は、Github の公開鍵と秘密鍵のペアを使用することもできま

す。詳細はこちらを参照ください。  

 

<参考> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-using-a-git-

repository#local-repository 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/docs/process-mining-using-a-git-repository#hide-password
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-using-a-git-repository#local-repository
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-using-a-git-repository#local-repository
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5-3. Superadmin ユーザーの追加／編集 

sa ユーザー以外の Superadmin ユーザーの追加、及び編集の手順を説明します。 

 

# アクション 

1 [Superadmin users]タブから  (Menu)をクリックして[Add user...]をクリックします。 

2 [New Superadmin User]ダイアログが表示されます。認証情報とアクセス元である Superadmin ユーザーの

IP アドレスの範囲を指定して、[ADD USER]をクリックします。 

 

 
 

3 追加されたユーザーの認証情報を編集する場合は、ユーザー名を右クリックして[Change password...]をクリック

します。 

 

 

 

追加されたユーザーを削除する場合は、ユーザー名を右クリックして[Delete user]をクリックします。指定した IP アド

レスの範囲を変更する場合は、  (Edit IP) をクリックします。 
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5-4. セキュリティ設定 

UiPath Process Mining の環境をローカルホスト以外に公開する際に考慮すべきセキュリティ設定について説明します。 

 

5-4-1. ファイアウォールの設定 

インストール時に設定した Process Mining 用にバインドされた HTTP ポート番号へのアクセスを許可します。 

 

# アクション 

1 UiPath Process Mining サーバーにログインして、[コントロール パネル] > [システムとセキュリティ] > 

[Windows Defender ファイアウォール]を開きます。 

2 左ペインの[詳細設定]をクリックします。 

 

 
 

3 [セキュリティが強化された Windows Defender ファイアウォール]ウィザードが表示されます。左ペインから[受信

の規則]を選択し、右の[操作]パネルの[新しい規則...]をクリックします。 
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4 [新規の受信の規則]ウィザードが表示されます。[規則の種類]ステップで[ポート(O)]を選択して[次へ(N)>]をク

リックします。 

 

 

 

5 [プロトコルおよびポート]ステップで[TCP(T)]プロトコルを選択し、[特定のローカル ポート(S):]に 3-3 節の#10

で指定した HTTP プロトコルにバインドされたポート番号（ここでは 8080）を指定します。[次へ(N)>]をクリックしま

す。 
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6 [操作]ステップで[接続を許可する(A)]を選択し、[次へ(N)>]をクリックします。 

 

 

 

7 [プロファイル]ステップでは[ドメイン(D)]、[プライベート(P)]、[パブリック(U)]のすべてにチェックが入っていることを

確認して、[次へ(N)>]をクリックします。 
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8 [名前]ステップでは、受信の規則の分かりやすい名前（ここでは processmining）を入力して、[完了(F)]をクリッ

クします。 

 

 

 

 

※ Windows PowerShell が利用できる場合は、下記の PowerShell スクリプトで上記の GUI による設定と同じことが

できます。 

 

PS C:\Users\mishimahr> New-NetFirewallRule ` 

>> -Name 'processmining' ` 

>> -DisplayName 'UiPath Process Mining - AllowHTTPFor' ` 

>> -Description '' ` 

>> -Enabled True ` 

>> -Protocol TCP ` 

>> -LocalPort 8080 ` 

>> -Action Allow ` 

>> -Profile Any ` 

>> -Direction Inbound ` 

>> -Program Any ` 

>> -LocalAddress Any ` 

>> -RemoteAddress Any ` 

>> -RemotePort Any ` 

>> -LocalUser Any ` 

>> -RemoteUser Any 

 

 

Name                  : processmining 

DisplayName           : UiPath Process Mining - AllowHTTPFor 
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Description           : 

DisplayGroup          : 

Group                 : 

Enabled               : True 

Profile               : Any 

Platform              : {} 

Direction             : Inbound 

Action                : Allow 

EdgeTraversalPolicy   : Block 

LooseSourceMapping    : False 

LocalOnlyMapping      : False 

Owner                 : 

PrimaryStatus         : OK 

Status                : The rule was parsed successfully from the store. (65536) 

EnforcementStatus     : NotApplicable 

PolicyStoreSource     : PersistentStore 

PolicyStoreSourceType : Local  

 

5-4-2. SSL 化 

UiPath Process Mining サイトに SSL 接続するには、Web サーバー(IIS)に SSL 証明書を登録する必要があります。

SSL 証明書は、Web サーバーのアイデンティティに関する情報を含む電子ファイルです。Web サーバーとアクセス元端末間に

おいてセキュリティで保護されたチャネルを確立する際に使用されます。証明書は、Web サイトの所有者が作成してデジタル

署名する必要があります。証明書には、CA 署名証明書、ドメイン証明書、自己署名証明書の 3 種類がありますが、本節

では自己署名証明書を利用した方法を説明します。CA 署名証明書とドメイン証明書の発行については、各システム管理

者にお問い合わせください。証明書の種類に関わらず、発行プロセス以外で登録手順に大きな差はありません。 

Web サイトの所有者のみが署名した SSL 証明書を自己署名証明書と呼びます。一般的に自己署名証明書は、組織

の LAN 内のユーザーだけが利用する Web サイトで使用されます。イントラネットの外部にある、自己署名証明書を使用して

いる Web サイトと通信する場合、証明書の発行元が本当に主張している通りの組織であるかを確認することはできません。

実際、悪意のある相手と通信して、情報を危険にさらす可能性があります。したがって、本番環境では CA 署名証明書また

はドメイン証明書の利用を推奨します。 
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# アクション 

1 IIS マネージャーで、UiPath Process Mining サーバーを選択し、ホーム画面から[サーバー証明書]をダブルクリック

します。 

 

 
  

2 [サーバー証明書]画面に遷移します。[操作]パネルの[自己署名入り証明書の作成...]をクリックします。 
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3 [自己署名入り証明書の作成]ウィザードが表示されます。[証明書のフレンドり名を指定してください(Y):]テキスト

フィールドに任意の名前を入力し、[新しい証明書の証明書ストアを選択してください(S):]にプルダウンから「個人」

を選択します。[OK]をクリックして証明書を作成します。 

 

 
 

4 [Windows + R]を押下して「CERTLM.msc」と入力する、または「コンピューター証明書の管理」で検索し、

[証明書 - ローカルコンピューター]コンソールを立ち上げます。[個人] > [証明書]に先程作成した自己署名入り

証明書がストアされていることを確認します。証明書を右クリックして、[すべてのタスク(K)] > [エクスポート(E)...]

をクリックします。 
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5 [証明書をエクスポート]ウィザードが表示されます。[次へ(N)]をクリックします。 

 

 
 

6 [秘密キーのエクスポート]オプションが表示されます。[いいえ、秘密キーをエクスポートしません(O)]を選択して、

[次へ(N)]をクリックします。 
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7 [エクスポート ファイル形式]オプションでは、デフォルトのオプションである[DER エンコードの X.509 バイナリ 

(.CER)(D)]を選択して、[次へ(N)]をクリックします。 

 

 
 

8 エクスポート先のファイルパスを指定して、[次へ(N)]をクリックします。 
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9 IIS マネージャーで Process Mining サイトを選択し、[操作]パネルの[サイトの編集]から、[バインド...]をクリックし

ます。 

 

 

 

10 [サイトバインド]ウィザードが表示されます。[追加(A)...]をクリックします。 

 

 

 

11 [種類(T):]で「https」を選択します。[SSL 証明書(F):]で先程作成した証明書のフレンドリ名を指定します。

[OK]をクリックします。 
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12 https のサイトバインドが追加されたことを確認します。 

 

 

 

13 IIS マネージャーで UiPath Process Mining サイトを選択し、ホーム画面で[SSL 設定]をダブルクリックします。 

 

 

 

14 UiPath Process Mining サイトへの非 SSL アクセスを禁止します。[SSL が必要(O)]をチェックし、[クライアント

証明書:]で[無視(I)]または[受理(A)]のいずれかを選択します。 
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15 エクスポートした証明書を UiPath Process Mining サイトへのアクセス元であるクライアント端末にコピーしてインポー

トします。証明書ファイルをダブルクリックして[証明書]ウィザードを開き、[証明書のインストール(I)...]をクリックしま

す。 

 

 

 

16 [証明書のインポート]ウィザードが表示されます。保存場所として[ローカル コンピューター(L)]を選択し、[次へ

(N)]をクリックします。 
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17 証明書ストアとして[信頼されたルート証明機関]を選択し、[次へ(N)]をクリックします。 

 

 

 

18 [完了]をクリックして[証明書のインポート]ウイザードを閉じます。 
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19 ローカルホストから https://<フレンドリ名>で UiPath Process Mining サイトにアクセスできるようになります。ロ

ーカルホスト以外からアクセスするためには、アクセス元のクライアント端末に先程作成した証明書をインポートする必要

があります。 

 

 
 

20 SSL 化した場合、5-1-1 節で紹介した AllowHTTPFor パラメータはコメントアウトして構いません。 

 

 
 

21 HTTPS でのアクセスが可能になります。ここでは Google Chrome でアクセスしています。ステップ#14 で[SSL が

必要(O)]にチェックしているため、HTTP による非 SSL 接続は許可されません。 

 

 
 

  



54 2021/12/23  © UiPath. All rights reserved. 

 

 

6. 付録１：IIS の設定 

 

 

本章では、UiPath Process Mining Platform の安定的な稼働のために推奨されるミドルウェア（特に IIS）の設定につ

いて解説します。 

 

6-1. IIS のアプリケーションプールの設定 

アプリケーションプールとは、Web アプリケーションを動かすための 「ワーカープロセスの論理的な集合」 を指す概念です。IIS

上で Web アプリケーションが実行され、Web サイトで初めてリクエストを受け取ったタイミングで、アプリケーション プールの設定

に基づき、Web アプリケーションに対して 「ワーカープロセス」 がアサインされ、これが起動されます。このプロセスは、[タスクマネ

ージャー] > [プロセス] タブから「W3WP.EXE」 という名前で確認することができます。 

アプリケーションプールは既定で 1740 分（=29 時間）毎に再起動されます。この再起動処理は「リサイクル」と呼ばれ

ます。メモリリーク対策などの目的で実装されており、プールがリサイクルされるたびにプロセス ID は変化します。リサイクルイベン

トが発生すると、新しい IIS のワーカープロセスが作成され、一定時間後に旧ワーカープロセスが強制終了します。新規接続

は新ワーカープロセスで処理されますが、旧ワーカープロセスで処理されている既存処理で時間を要するジョブは強制終了され

るため、処理が失敗します。 

予期せぬリサイクルの発生を禁止するために、特定の時間（例えば午前 2:00）にリサイクルイベントを発生させるよう

に設定することをお勧めします。下記の手順に従って設定することができます。 

 

# アクション 

1 IIS マネージャーで、[アプリケーション プール]をクリックします。直前の手順で作成したサイトと同じ名前のアプリケー

ションプールを選択します。[操作]パネルで、[アプリケーション プールの編集] > [リサイクルの設定...]をクリックし

ます。 
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2 i. [定期的な時間 (分)(I):]をアンチェックします。 

ii. [特定の時間(S):]をチェックし、テキストボックスに「02:00」と入力します。 

iii. [次へ(N)]をクリックします。 

 
 

3 i. [スケジュールされた時刻(S)]にチェックが入っていることを確認します。 

ii. [ランタイム リサイクル イベント:]をすべてアンチェックします。 

 

 
 

4 [終了(F)]をクリックします。IIS を再起動することで設定が適用されます。 
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6-2. IIS の要求フィルターの設定 

IIS に対して 1 回のアップロード当たりの最大ファイルサイズは、既定では 30,000,000 バイト（およそ 28.6MB）です。

28.6MB を超えるファイルをアップロードしたい場合は、IIS が許可するファイルの最大長を増やします。ここでは 1GB に設定

する手順を記載しています。 

 

# アクション 

1 [IIS マネージャー] > [processmining]ホーム画面から、[要求フィルター]をダブルクリックします。 

 

 

  

2 [規則]タブに移動します。右の[操作]パネルで、[機能設定の編集…]をクリックします。 
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3 [要求のフィルタリング設定を編集]ウィンドウが表示されます。[許可する最大長 (バイト)]フィールドに、許可する最

大値として例えば 1073741824 バイト(=1GB) を入力します。また、[ダブルエスケープを許可する]チェックボッ

クスが選択されていることを確認してください。これによって、名前に空白文字を含むファイルであっても正常にアップロー

ド／ダウンロードできます。 

 

 

 

4 [OK]ボタンをクリックして設定を保存します。IIS を再起動することで設定が適用されます。 

 

<参考> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-

installation#installing-uipath-process-mining 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-installation#installing-uipath-process-mining
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-server-installation#installing-uipath-process-mining
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7. 付録２：バージョンアップ 

 

 

本章では、UiPath Process Mining 20.4.x/20.6.x から 20.10.x へのバージョンアップ方法について解説します。 

 

7-1. バージョンアップ 

バージョンアップ作業時に IIS サイトを停止させる必要はありませんが、保存していない編集中の差分は作業によって消えてし

まう可能性があります。事前に編集を保存しておいてください。 

 

7-1-1. パッケージのダウンロード 

次の手順に従って、インストールパッケージを取得し、バージョンアップの準備をします。 

 

# アクション 

1 3-1 節を参考にしてインストールパッケージ（ZIP ファイル）をご用意ください。  

 

7-1-2. Build のアップロード 

ご用意いただいたインストールパッケージを UiPath Process Mining サイトにアップロードします。 

 

# アクション 

1 [Superadmin]ページの[Builds]タブを開きます。 

 

 
  

2 左上の  (Menu)より[Upload build...]を選択します。 
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3 以下の画面が表示されたら、先ほどダウンロードしたパッケージ（UiPathProcessMining-20.6.1.zip）を選択しア

ップロードします。 

 

  

4 選択したパッケージがアップロードされたのを確認します。その後アップロードしたファイル（UiPathProcessMining-

20.10.2.zip）を右クリックし[Activate as superadmin]を選択します。 

 

 
 

5 以下の警告が表示されます。[YES]を選択すると全てのユーザーはログオフし、ユーザーによって編集された未保存の

データは消去されます。 
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6 再度ログインし、[Superadmin]ページの[Builds]タブを開きます。そしてアップロードしたパッケージの[Active]

欄に[Superadmin, Dispatcher]が記載されていることを確認します。 

 

 

 

 

<参考> 

- https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-updating-

uipath-process-mining 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-updating-uipath-process-mining
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/process-mining-updating-uipath-process-mining
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7-2. インストールしたバージョンの使用 

以下の手順で Workspace をインストールしたバージョンで使用します。 

 

# アクション 

1 [Superadmin]ページの[Workspaces]タブを開き、[Build]アイコンを選択します。 

 

 

  

２ 先ほどアップロードしたパッケージを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


